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令和２年１０月号

西公民館だより
(神無月)

此のところの朝夕の気持よさと青空に浮かぶ雲の流れや風に吹か

れる草花の風景が秋の訪れを実感させてくれます。

このような季節の移ろいにもかかわらず、コロナ禍への脅威は

増すばかりで日常生活での不安は絶えません。これからは様々な

活動に最適な季節を迎えますので、西公民館ではコロナ感染防止

に向けた施設の整備等を図り、大勢の皆様にご利用していただけ

るよう取り組んで参りますので活用をお願いします。

館 長 志 村 克 美

（３２）３１５４

主 事 津 田 はるみ

（３３）３２５４

清掃作業していただきました

今年も９月6日（日）早朝から、ガールスカウト山梨県第

12団の皆さんをはじめ、西公民館運営委員や利用団体の方々

が公民館周辺の清掃奉仕をして下さいました。

お陰様ですっかり綺麗になって公民館や公園の利用者から

大変喜ばれています。誠にありがとうございました。

(早朝から大勢の皆様にご苦労いただきました)
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クラフトバンド

かご作り教室のご案内

クラフトバンドとは、牛乳パックや

古紙を再生した紙バンドです。

今回はクラフトバンドの色選びから

切る、割く、編むの行程を三日間の作

業でバックを仕上げます。

お出掛けや買い物が楽しくなったり (今回の見本です)

毎日使いたくなるバックを手作りしてみませんか?

記

実施日時 令和２年１０月２６日（月）

令和２年１０月２９日（木）

令和２年１１月 ５日（木）

午後１時３０分から

実施場所 西公民館１階ホール

指 導 者 鈴 木 洋 子 先生

補 助 者 白 川 さゆり 先生

定 員 １０名(申し込み期限１０月１０日)

持 ち 物 はさみ、洗濯ばさみ20個程、

メジャー、えんぴつ

申込み先 主事 津田はるみ（３３－３２５４)

(昨年開催した教室の様子です)
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こども舞踊を始めませんか

こども舞踊教室は、廣瀬嘉子先生の指導を受けて6年が経

過し､稽古の成果は文化祭や県の舞踊発表会等にも参加して

います｡舞踊教室のお友達になって踊りを楽しみませんか。

記

稽 古 日 第1、3土曜日の午前

場 所 西公民館２階和室

指 導 者 廣 瀬 嘉 子 先 生

* 舞踊教室への問い合わせは、廣瀬先生に

お尋ねください。(電話33-4094)

(９月から３組のグループで舞踊のお稽古が始まりました)

囲碁教室にお越しください

囲碁教室は天野秀人先生にご指導をお願いして、１０名ほ

どの初心者の方々を主体に３年前から始まりました。

最近は高齢者の参加が多くなりましたが、健康寿命の要因

として気軽に学べたり社会活動や文化活動に参加する事が肝

要とも言われます。囲碁を楽しんだり相互交流を深める良い

機会となりますので気軽に教室にお越しください。

記

開 催 日 毎週火曜日(18:30～21:00)

指 導 者 天 野 秀 人 先生

問 合 せ 駒 井 文 法 さん

(090-5548-8667) (囲碁を楽しんでいます)
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